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暮らしの足を支える工夫・コロナ禍へ
の対応やポストコロナを見据えた取組

秋田県観光文化スポーツ部交通政策課

小松 勝統



【１．乗合バス輸送人員と秋田県の人口】

【２．乗合バス輸送人員等の詳細（千人）】

人キロ

R1の輸送人員はH7年比30.6%（東北6県で最小）

H27 H28 H29 H30 R1 R2

298 289 283 281 263 259

【３．路線バス（生活路線）系統数 ※各年度9/30時点】

【４．市町村における公共交通に対する支援額（百万円）】

H30 R1 R2

2,027 2,062 2,296

秋田県の地域公共交通を取り巻く環境

●２．はH27～R1は、自動車輸送統計調査自動車輸送統計年報 営業用バス（乗合・貸
切）都道府県別輸送量から。R2は同年報 営業用バス 都道府県別（支局別）・車種別輸
送人員、輸送人キロから。なお、R2は、高速乗合は乗合に含み、定期/定期外については
定期外に計上。
●３．、４．は県交通政策課調べ

※輸送人員は「図で見る東北の運輸」（東北運輸局）から、人口は秋田県年齢別人口流動調査 年次推移から。
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乗合バス輸送人員（百万人） 各年10月1日現在人口（人）（※一部の年は国勢調査の確定人口）

R1の輸送人員はH7年比30.6%（東北6県で最小の率）

3,136 2,989 2,986 2,864 2,727 2240

9,166 9,010 9,003 8,786 8,475

6237

183,513 182,525 186,360 177,867 175,297
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秋田県の地域公共交通の目指すべき方向性

１．利用者減、維持コスト増など苦し
い状況にある地域公共交通を持
続可能で、活力あるものにする

２．地域公共交通施策を担う市町村
や、交通事業者の取組を促し、後
押して、創意工夫を促進させる

３．デジタル技術の活用推進などを
通じて利用者にも交通事業者にも
やさしい地域公共交通にする

地域公共交通活性化チャレンジ事業

【問題意識】

維持・確保も大事だが、真正面から“活性化（利
用者増）”に取り組む必要

限りある予算、体制の中で、事業の推進、予算
要求などの呼び水に

地域公共交通情報デジタル化事業

【問題意識】

県全体で進められることは、県が旗を振って推進
する必要

激変を求めるのではなく、できることから着実
に、段階を踏んで

４．コロナ禍で影響を受けた地域公
共交通の事業継続、落ち込んだ利
用の早期回復

新型コロナウイルス感染症対策

【事業継続】
保有する車両数に応じて支援金を交付（R2、R3）

【利用回復】
貸切利用についてその料金を最大で半額割でき
る補助（R2、R3）



①ＩＣＴ技術の活用による利便性向上や収支の改善

取
組
事
例

○ＡＩオンデマンドシステムの導入
○ＭａａＳの導入に向けた調査研究
○バスロケーションシステムの導入

２つ以上を組み合

わせた取組

②連携による地域住民の利用促進

③連携による訪問客の利用促進

○ 利便性向上や利用促進、運行の効率化等に向けた、モデル的・先進的な取組を支援

○商工団体等と連携した、クーポン発行等による利用促進
○乗り継ぎ拠点（待合スペース等）の多目的施設化
○免許返納者の利用を促す運行形態の導入

○二次アクセスの向上に向けた路線再編や運行形態の変更
○多言語対応などの環境整備

地域公共交通活性化チャレンジ事業

事業費の半額を補助
（最大300万円）

１．買物タクシー

高齢者の移動手段確保ため、タクシー会社及びスーパー
等と連携した「買物タクシー」を実証運行。

２．バスロケーションオープンデータ化

バスの位置情報を公開し、乗換情報を提供。ＧＰＳ端末等
は市販部品を購入・組立て、オープンソース化されているプ
ログラムを活用し、導入費用・運用費用を安価に。

１．タブレットによる乗り逢い交通予約システムの運用

２．タブレット・モバイルＷｉ－Ｆｉ機器の貸し出し

インターネット未契約、スマホ・タブレット等未所持世帯に
タブレット・モバイルＷｉ－Ｆｉ機器の貸出。

３．相乗りシステムの構築

予約確定時点で登録利用者全員に対し、相乗りを呼びか
けるメッセージを通知。

秋田市 秋田県立大学（由利本荘市）



地域公共交通情報デジタル化事業

オープンデータ化推進とその効果 （イメージ）

コミュニティ交通
（市町村）

路線バス
（バス事業者）

②オープンデータを作成

※事業者や市町村が自ら作成

③オープンデータを公開

コミュニティ交通（市町村）

路線バス（バス事業者）

①ダイヤの編成／改正 ④様々なサービスへ展開

デジタルサイネージバスロケシステムバスロケシステム

○ オープンデータ化、バスロケ、デジタルサイネージの導入など、デジタル技術を活用したサービス
向上策を全県で推進。

【１年目】
●オープンデータ化の推進
●バスロケ、デジタルサイネージ
の効果検証

【2年目】
●オープンデータ化の定着
●バスロケ、デジタルサイネージ
の実証実験

…

【将来】
●バスロケ、デジタルサイネージの普及
●AIオンデマンド交通の普及、MaaS
の実装

各乗換案内サービス



地域公共交通に係る施策展開のイメージ

活性化確保・維持 活性化のための土台作り

地域公共交通の状況

現在地

●地域公共交通活性化チャレンジ事業

バスの運行支援等を通じた地域公共交通の確保・維持

コロナ禍からの回復

●地域公共交通情報デジタル化事業

✔地域の創意工夫あふれる地域公共交通

✔持続可能で、活気ある地域公共交通

✔デジタル技術の活用による、利用者・事業者
双方にとってやさしい地域公共交通 各地域、事業者の

創意工夫


